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１
５
版
移
行
審
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
を
昨
年
十

月
よ
り
進
め
、
二
〇
一
五
年
版

で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
平
成

二
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
二
〇
一
五
年
版

で
の
実
施
を
し
て
来
ま
し
た
。

今
回
は
通
常
の
定
期
審
査
に

加
え
、
二
〇
一
五
年
版
へ
の
移

行
審
査
を
兼
ね
、
六
月
八
日
よ

り
二
日
間
の
審
査
日
程
で
、
Ｊ

Ｑ
Ａ
桂
川
審
査
員
に
よ
り
シ
ス

テ
ム
が
規
格
要
求
事
項
に
適
合

し
て
い
る
か
？
に
加
え
、
あ
く

ま
で
会
社
の
意
図
し
た
結
果
に

役
に
立
っ
て
い
る
か
の
改
訂
の

ポ
イ
ン
ト
、
又
は
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
（
売
上
、
利
益
等
）
が
向

上
し
て
い
る
か
の
視
点
で
の
監

査
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。審

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
改

善
指
摘
事
項
は
無
く
、
改
善
の

機
会
が
四
項
目
程
あ
り
ま
し

た
。

内
容
的

に
は
、
管

理
責
任

者
に
対
し

て
、
一
つ

目
が
リ
ス

ク
及
び
機

会
の
取
り
組
み
に
関
す
る
事
項
、

二
つ
目
が
同
じ
く
管
理
責
任
者

に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
事
項
で
し
た
。
三
つ

目
に
つ
い
て
は
、
土
木
・
建
築

部
へ
の
施
工
プ
ロ
セ
ス
で
の
今

ま
で
蓄
積
し
た
事
項
に
関
す
る

管
理
取
り
扱
い
に
関
す
る
事
項
、

四
つ
目
は
、
建
築
部
に
対
す
る

顧
客
満
足
度
に
関
す
る
事
項
で

し
た
。
早
急
に
予
防
処
置
に
よ

り
リ
ス
ク
回
避
の
目
的
に
よ
り

対
応
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
版
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
実
現
で
き
、
効
果

的
な
Ｑ
Ｍ
Ｓ
運
用
さ
れ
、
骨
太

な
会
社
と
な
る
よ
う
社
員
全
員

で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

管
理
責
任
者



う
ど
入
社
し
た
年
に
札
幌
進
出
を
目
的

に
岩
見
沢
支
店
を
開
設
し
、
Ｋ
部
長
や

Ｓ
課
長
、
何
人
か
の
先
輩
方
と
共
に
新

入
社
員
の
私
は
岩
見
沢
支
店
勤
務
を
命

じ
ら
れ
、
岩
見
沢
周
辺
の
現
場
に
見
習

い
と
し
て
配
属
さ
れ
た
の
で
す
。
本
社

に
行
っ
た
の
は
入
社
時
の
十
日
間
ほ
ど

と
、
賞
与
を
い
た
だ
き
に
行
く
ぐ
ら
い

で
、
多
く
を
北
海
道
で
も
一
番
雪
深
い

岩
見
沢
周
辺
で
過
ご
し
ま
し
た
。

工
事
の
思
い
出
も
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、や
っ
ぱ
り
一
番
は
冬
の
工
事
で
す
。

暖
か
い
生
コ
ン
、
い
く
ら
養
生
し
て
も

凍
っ
て
し
ま
う
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

毎
日
の
現
場
に
通
じ
る
進
入
路
の
除
雪

な
ど
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
や
っ
ぱ
り
宿
舎
で
の
生
活
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
工
事
毎
に
宿

舎
（
飯
場
）
を
建
て
生
活
す
る
の
で
す

が
、
作
業
員
さ
ん
や
賄
い
の
お
ば
ち
ゃ

ん
と
生
活
す
る
の
で
、
工
事
の
事
だ
け

で
な
く
色
々
な
事
を
教
え
て
頂
い
た
気

が
し
ま
す
。
短
い
北
海
道
で
の
勤
務
で

し
た
が
、
私
の
建
設
業
へ
の
考
え
方
や

六
月
四
～
六
日
に
、
御
前
崎
市
商
工

会
役
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役
員

に
な
っ
て
任
期
三
年
の
最
終
年
度
で
あ

る
事
、
過
去
二
度
の
研
修
旅
行
は
欠
席

し
た
事
、
今
回
の
行
先
は
北
海
道
方
面

で
あ
る
事
と
、
も
う
一
つ
の
理
由
で
参

加
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
理
由
と
は
、
私
は
大
学

を
卒
業
し
て
、
当
時
我
社
と
親
交
の

あ
っ
た
宮
脇
建
設
に
就
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
場
所
が
、
北
海
道

の
地
だ
っ
た
の
で
す
。

最
近
は
、
あ
ま
り
出
か
け
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
当
時
の
Ｋ
部
長
と
Ｓ
課
長
（
現
在

は
引
退
）
に
会
い
た
い
と
思
い
連
絡
を

と
っ
た
ら
、
思
い
が
け
ず
現
在
の
Ｓ
Ｒ

社
長
（
当
時
は
主
任
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
）
と
現
場
で
の
直
属
の
上
司
だ
っ

た
Ｙ
氏
（
現
在
は
別
会
社
常
務
）
が
札

幌
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。当

時
の
宮
脇
建
設
の
本
社
は
旭
川
に

近
い
沼
田
町
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
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経
営
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
事
を
上
司

の
皆
さ
ん
と
の
思
い
出
話
の
中
で
再
認

識
し
た
時
間
で
し
た
。

当
社
で
の
最
重
要
課
題
の
若
年
者
の

確
保
（
全
産
業
に
共
通
の
問
題
）
や
技

術
の
継
承
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
北
海

道
の
建
設
業
も
同
様
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
事
、
若
い
技
術
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
事
は
同
じ
状
況
と
の
事
。

若
年
者
へ
の
教
育
も
昔
は
世
話
役
さ
ん

が
教
育
係
と
し
て
い
て
く
れ
た
が
、
そ

の
世
話
役
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
事
な

ど
、
将
来
に
対
す
る
課
題
は
同
じ
状
況

だ
と
い
う
事
…
。

札
幌
で
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
思

い
出
だ
け
で
な
く
建
設
業
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
も
少
し
だ
け
話
が
出
来
た

事
が
と
て
も
良
か
っ
た
し
、
楽
し
い
時

間
で
し

た
。
機
会

が
あ
っ
た

ら
ま
た
前

向
き
な
話

が
出
来
た

ら
と
思
い

ま
し
た
。

（
社
長
）

ス
ト
レ
ス
社
会
の
現
代
、
ス
ト
レ
ス

は
自
分
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
蓄
積
さ

れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な

ど
で
も
敏
感
に
発
生
し
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
に
強
い
体
を
作
る
た
め
に
は
食
事
は

と
て
も
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
で
栄
養
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
豚
肉
、
レ

バ
ー
、
小
松
菜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
神
経
を
鎮

静
化
す
る
作
用
も
あ
り
、
心
の
安
定
剤

な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の

好
き
な
も
の
や
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

て
も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
日
頃
か
ら
ス

ト
レ
ス
を
た
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
、

日
々
の
食
生
活
も
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

私
の
建
設
マ
ン
の
原
点
は
北
海
道

―
三
十
六
年
ぶ
り
に
親
交
を
深
め
る
―

ス
ト
レ
ス
と

食
事



（3）

も
早
い
社
会
復
帰
に
向
け
た
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
刑
務
所
、
少
年
の
家
、
協
力

雇
用
主
会
が
、
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
就
労
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
無

職
者
の
再
犯
率
は
二
十
八
・一
％
、
有
職

者
の
再
犯
率
は
七・
六
％
（
平
成
二
十
一

年
か
ら
二
十
五
年
）
と
そ
の
差
は
四
倍
に

も
な
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
仕
事
と
居

場
所
が
あ
れ
ば
再
び
犯
罪
に
手
を
染
め

る
人
が
減
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
静
岡
県

就
労
支
援
事
業
者
機
構
、
静
岡
刑
務
所
、

少
年
の
家
、
協
力
雇
用
主
会
等
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
活
動
が
、
様
々
な
事

情
が
あ
る
中
で
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人

た
ち
が
、
再
び
犯
罪
に
手
を
染
め
る
こ
と

な
く
、
更
生
し
て
新
た
な
人
生
を
歩
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
多
方
面
か
ら
支
援

し
「
再
犯
の
な
い
安
心
で
安
全
な
社
会

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
広
く

皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た
く
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
海
地
方

は
六
月
七
日
に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
が
、

天
気
が
ぐ
ず
つ
い
た
の
は
七
日
、
八
日
の

両
日
だ
け
で
、
そ
れ
以
降
晴
れ
の
日
が
続

い
て
お
り
気
持
ち
が
良
い
で
す
ね
。で
も
、

こ
の
七
月
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
梅
雨

ら
し
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
今
回
は
、
私
が
昨
年
六
月
か
ら

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
「
浜
松
地
区

協
力
雇
用
主
会
」
と
い
う
会
を
含
め
た
、

社
会
貢
献
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
会
は
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人　

静
岡
県
就
労
支
援
事
業

者
機
構
」
に
属
し
て
い
る
組
織
で
す
。
こ

の
会
の
目
的
は
「
静
岡
県
内
の
経
済
団

体
や
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
就
労
支
援
を
行
い
、
安

全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」

こ
と
で
す
。

事
業
内
容
と
し
て
は
「
１
．
対
象
者

を
雇
用
し
た
協
力
雇
用
主
へ
の
支
援
、２
．

幅
広
い
業
種
の
協
力
雇
用
主
の
開
拓
、３
．

機
構
の
財
政
基
盤
の
整
理
、
４
．
会
員
・

協
力
雇
用
主
等
の
研
修
・
交
流
の
実
施
、

５
．
対
象
者
に
対
す
る
就
職
活
動
支
援
」

（
対
象
者
と
は
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
が
、

更
生
し
て
就
職
を
希
望
す
る
人
の
こ
と
）

で
す
。
昨
年
十
一
月
に
協
力
雇
用
主
の
研

修
と
し
て
、「
静
岡
刑
務
所
」
と
「
更
生

保
護
法
人
少
年
の
家
」
の
見
学
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。静
岡
刑
務
所
の
中
で
は
、

更
生
の
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
刑
務
官
、
教
育
専
門

官
、
調
査
専
門
官
の
ほ
か
、
障
害
を
持
っ

た
人
や
高
齢
者
の
社
会
復
帰
を
社
会
福

祉
機
関
と
連
携
し
て
支
援
す
る
「
社
会

福
祉
士
」
や
「
精
神
保
健
福
祉
士
」、
出

所
後
の
就
職
に
役
立
つ
支
援
を
す
る
「
就

労
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
更
生
の
支
援
を
し
て
い
る
こ
と
を
具

体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
出
所
後
す
ぐ
に
資
格
取
得
し
て
就

労
し
や
す
く
す
る
よ
う
に
、
時
流
に
合
っ

た
資
格
を
選
定
し
て
資
格
取
得
の
支
援

も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
方
、
更
生
保

護
法
人
少
年
の
家
で
は
、
昭
和
二
十
八
年

か
ら
六
十
年
余
り
、
頼
る
べ
き
家
族
や

帰
る
家
の
な
い
人
た
ち
に
宿
所
や
食
事

を
提
供
し
、
自
立
す
る
と
き
に
必
要
な

敷
金
礼
金
等
や
家
電
の
購
入
に
必
要
な

貯
蓄
の
指
導
や
就
職
の
斡
旋
、
飲
食
な

ど
に
関
す
る
生
活
指
導
を
通
じ
て
、
一
日

日
本
規
格
研
究
所
㈱

　
　

鈴
木
兄
一

幸
せ
に
生
き
る

今日は
何の日？

七
月
七
日
は
徳
川
家
康
が
琉
球
支
配

を
始
め
た
日
で
す
。

現
在
で
は
、
沖
縄
県
と
し
て
日
本
の

一
部
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸

時
代
前
ま
で
は
、
琉
球
王
国
と
い
う
独

立
し
た
国
家
で
し
た
。
江
戸
幕
府
は
明

（
現
在
の
中
国
）
と
の
貿
易
の
た
め
に
仲

介
を
求
め
ま
し
た
が
、
当
時
の
琉
球
王

国
は
反
日
思
想
が
あ
り
、
受
け
付
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
為
、
幕
府
は
、
武

力
で
承
諾
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結

果
琉
球
支
配
を
行
う
様
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
に
な
る
と
強
制
併
合
さ

れ
、
琉
球
王
国
は
滅
亡
し
沖
縄
県
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
す
が
、
後
に
返
還

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

調
べ
て
み
る
と
、
思
っ
た
よ
り
日
本

の
一
部
と
な
っ
た
の
が
最
近
の
こ
と

で
、
独
立
す
る
話
が
出
る
の
も
頷
け
ま

す
。
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行
事
記
録
（
5
27

〜
6
26

）

5
29	

平
成
二
十
九
年
度
全
国
建
設
業
協
会
長
等
表
彰
伝
達
式
・
静
岡

6
1	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

6
2	

警
察
官
友
の
会
菊
川
支
部
役
員
会
・
菊
川

6
4
～
6
6	

御
前
崎
市
商
工
会
役
員
及
び
支
部
長
視
察
研
修
・
北
海
道

6
7	

全
国
安
全
週
間
説
明
会
・
掛
川

	

掛
川
法
人
会
税
務
講
習
会
・
掛
川

6
8
～
6
9	

Ｉ
Ｓ
Ｏ
定
期
・
移
行
審
査

6
13	

企
業
と
高
校
と
の
情
報
交
換
会
・
掛
川

	

技
士
会
第
三
回
地
区
代
議
員
会
・
袋
井

6
14	

静
岡
県
警
察
官
友
の
会
第
五
十
三
回
総
会
・
静
岡

6
15	

掛
川
法
人
会
通
常
総
会
・
掛
川

6
16	

掛
川
信
用
金
庫
第
百
十
六
期
通
常
総
代
会
・
掛
川

6
17	

平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
ク
リ
ー
ン
作
戦

6
19	

平
成
二
十
九
年
度
昭
和
会
第
一
回
幹
事
会
及
び
通
常
総
会
・
静
岡

6
20	

平
成
二
十
九
年
度
算
定
基
礎
届
事
務
講
習
会
・
掛
川

6
21	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

	

掛
川
法
人
会
税
務
講
習
会
・
掛
川

	

シ
ー
テ
ッ
ク
浜
岡
支
社
合
同
職
場
懇
親
会
・
御
前
崎

	

第
三
十
一
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
・
袋
井

6
22	

静
岡
県
社
会
保
険
協
会
第
百
三
十
五
回
評
議
員
会
・
静
岡

	

掛
川
保
険
代
弁
㈱
第
五
十
二
期
定
時
株
主
総
会
・
掛
川

行
事
予
定
（
6
27

〜
7
26

）

6
27	

か
け
し
ん
経
営
者
協
議
会
青
年
部
会
第
十
三
期
通
常
総
会
・
掛
川

6
28	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
役
員
会
・
菊
川

6
29	

御
前
崎
市
商
工
会
建
設
部
会
全
体
会

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
組
織
で
進
め
る
安
全
管
理

み
ん
な
で
取
り
組
む
安
全
活
動

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
安
全
文
化
』

七
月
一
日
よ
り
全
国
安
全
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
の
主
旨
は
、

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
産
業

界
で
の
自
主
的
な
活
動
の
躍
進
と
、
職

場
で
の
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

安
全
を
維
持
す
る
活
動
の
定
着
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
当
社
で
も
こ
の
活
動

に
合
わ
せ
次
の
よ
う
な
活
動
の
実
施
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

【
安
全
週
間
行
事
予
定
】

7
3

健
康
診
断

7
4

管
理
車
両
点
検

7
5

安
全
教
育

7
6

環
境
整
備

7
7

社
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

7月安全努力目標
年度安全標語〈みんなで決意　みんなで努力前進させよう職場の安全〉
平成 29 年度 全国安全週間〈  7/1～ 7/7 〉
作業安全
・熱中症予防対策の実施
・混在作業時の的確な指示

交通安全
・雨天時のスリップ事故に注意しよう

環境目標
・室内及び車内の適正な温度管理の実施

静
岡
理
工

科
大
学
の
建

築
学
科
棟
の

完
成
披
露
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
県

内
で
唯
一
の
建
築
学
部
と
い
う
こ
と
で
、

地
元
か
ら
建
築
を
志
し
て
い
く
学
生
が

増
え
て
い
く
と
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

学
生
は
、
新
し
い
校
舎
で
学
べ
る
こ
と

に
う
ら
や
ま
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

全国
安全週間

六
月
十
七
日
、
当
社
か
ら
小
さ
な
親

切
運
動
に
六
名
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
浜
岡
砂
丘
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。
波
打
ち
際
な
ど
ゴ
ミ
が
多
く
、

駐
車
場
に
は
、
た

ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
楽

し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
親
切
運
動

静
岡
県
建
設
業
協
会
よ
り

会
長
表
彰
　
落
合
雅
敏

表
　彰

建
築
学
科
棟
「
え
ん
つ
り
ー
」

完
成
披
露
会

建
築
学
科
棟
「
え
ん
つ
り
ー
」

完
成
披
露
会




